


世界を、知ることから変えていく。
日立ハイテク
見えないものを見えるように、分からないことを分かるように。

世界を知ることは、未来をつくる一歩です。

デジタル技術の進化を支え、日々の暮らしを快適で便利に。

健康寿命の延伸や病気の予防により、健やかで安全安心な社会に。

最先端のモノづくりと研究開発により、科学と産業のさらなる発展に。

世の中の社会課題解決に貢献し、持続可能な地球環境を次世代に。

より良い未来の実現に向け、日立ハイテクは「見る・測る・分析する」で、

世界を、知ることから変えていきます。
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なくてはならない企業をめざして
「見る・測る・分析する」力で

さまざまな社会課題解決に貢献します
　日立ハイテクグループは、2001年、エレクトロニクス専門

商社である日製産業と日立製作所計測器グループ、同半

導体製造装置グループが統合し、商社とメーカーの両機能

を有するユニークな企業として誕生しました。発足以来、

人と社会を支えるさまざまな分野で、グローバルな事業を

展開しています。

　ヘルスケア分野では、世界トップクラスの臨床検査用

自動分析装置などの医用製品やライフサイエンス製品の

提供により、検査の高品質化と高効率化に貢献しています。

半導体分野では、世界トップシェアの測長SEM＊をはじめと

した半導体製造プロセスにおける製品を提供し、デジタル

技術の進化を支えています。そのほかにも、科学と産業の

発展を支える専用計測・検査ソリューションの提供や、人々

の暮らしや社会を支えるお客様の課題にフォーカスした

ソリューションの提供など、「見る・測る・分析する（計測・

分析・解析）」というコア技術で社会課題を解決し、持続

可能な社会の実現に貢献しています。

　世の中は今、気候変動の深刻化、地政学的リスク、パン

デミックなどによって、先行きが不透明になっています。

私たちは、世の中が激しく変化することを前提に、今後も

変化への柔軟な対応力や事業を通した社会課題への対応

力を強化していかなければなりません。また、どんな世の中

になろうと、私たちの強みである「見る・測る・分析する」と

いうコア技術は、さまざまな社会課題を解決できる可能性

を秘めています。私たちの強みをさらに発揮できるよう、変

化を恐れず、自ら進化し続けることで、より大きな価値を提

供し、社会の発展に寄与していきたいと考えています。

　日立ハイテクグループは、企業ビジョンに「ハイテクプロ

セスをシンプルに」、ミッションとして「私たちは、最先端分

野でお客様の飛躍と成長をお手伝いします」を定めてい

ます。難しいことを簡単に、複雑なことを単純に、お客様の

業務プロセスをシンプルに変えていくことで、社会の変化

に柔軟に対応し、お客様と協創関係を築いて、ともに発展

していくことをめざしています。 

　社会の役に立ち、社会から必要とされることこそが、私た

ちの存在意義です。どんな世の中になろうと「日立ハイテク

がないと困る」と言われる企業でいられるよう、これからも

さまざまな社会課題解決に貢献していきます。

トップメッセージ

[ビジョンとミッションを達成するための方策]

説明

代表取締役 取締役社長

ミッション
私たちは、最先端分野でお客様の飛躍と成長をお手伝いします
[我々の使命・任務]

[我々がお客様に届けたい理想の姿を描いたもの]

ハイテクプロセスをシンプルに
企業ビジョン

私たちのコア技術「見る・測る・分析する」は、ムダを減らし、生産性を最大化します。
私たちがお届けするプロセス・システム・コンポーネント・マテリアルは、
お客様とともに未来を切り拓きます。

＊SEM（Scanning Electron Microscope）‥走査電子顕微鏡
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私たちの役割
豊かな社会の実現のため、社会課題起点で価値を創造し、

社会から必要とされ続ける企業であることをめざしていきます。

　地球規模で広がるリスクや深刻化する社会課題の

解決に向けて、社会やお客様のニーズ、課題にしっか

りと目を向ける。社会課題起点で価値を創造すること

で、持続可能な地球環境や人々のQoL(Quality of 

Life)向上に資する健康で安全安心な社会を実現し、

産業や科学技術の持続的発展へ貢献していく。それ

が、日立ハイテクグループの役割です。

　社会の変化に柔軟に対応できる強固な経営基盤の

もと、私たちが培ってきた「見る・測る・分析する」力を

活用した「技術力」。世界中で築いてきた人脈・取引関

係・ノウハウを生かして市場の変化を捉え、お客様の

ニーズを先取りし、課題の解決策を提供する「グロー

バルフロント力・ビジネス探索力」。そして、お客様や

パートナーとの密接なコミュニケーションやコラボ

レーションによる強い信頼関係で、新たな製品やソ

リューションを創出する「お客様・パートナーとの協

創」。これらの強みを通して、私たちは4つの事業セグ

メントでグローバルにビジネスを展開し、より大きな価

値を社会やお客様へ提供し、豊かな社会の実現に貢

献していきます。

役割

気候変動　パンデミック　経済格差　エネルギー問題
水不足　インフラ不足　人権問題　地政学的リスクなど

日立ハイテク

社会課題

事業セグメント

バリューチェーン
ソリューション

コアテクノロジー
ソリューション

ナノテクノロジー
ソリューション

アナリティカル
ソリューション

技術力 グローバルフロント力・
ビジネス探索力

お客様・パートナー
との協創

強み

環境への
取り組み

多様な
人財

サプライ
チェーン
レジリエンス

研究開発・
事業開発

コーポレート
ガバナンス

社会貢献
活動

経営基盤

持続可能な地球環境
・脱炭素社会の実現
・循環型社会の実現
・自然共生社会の実現

健康で安全、安心な暮らし
・予防医療へのアクセス拡大
・水・食品の安全性確保
・社会インフラの安全性確保

科学と産業の持続的発展
・科学技術の発展
・生産現場のレジリエンス実現

社会・お客様への価値提供
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強み

私たちの強み

特許保有件数

日立ハイテクグループが培ってきた「技術力」、「グ

ローバルフロント力・ビジネス探索力」、「お客様・

パートナーとの協創」という独自の強みを生かすこ

とで、私たちは社会に、お客様に価値を提供し、持続

可能な社会の実現に貢献します。

日立ハイテクグループがグローバルに事業を展開していく上で、これまで

に取得した特許件数は、事業競争力の源泉であると同時に、私たちの強

みである最先端の「技術力」を支える数字を示しています。海外における

特許出願比率は70%を超えており、今後も、日立製作所の研究開発部門

やお客様・パートナーとのオープンイノベーションや協創を推進し、コア

技術を磨いていきます。

日立ハイテクグループの製品を支えて

いるのは、絶え間ない最先端技術の開発

とそれを製品として形にする最高水準の

技能であり、技能五輪への挑戦はモノづ

くりの原点につながると考えています。

「世界一のモノづくり」をめざして、熟練

技能者による若手技能者の育成と技能

伝承に取り組んでいます。

技能五輪メダル獲得数

���個

日立ハイテクグループは、お客様・パートナーとの日々の密接なコミュニ

ケーションのほか、お客様の近接にデモ・開発拠点を設置することで、協創

を深化させています。パートナーとの単なる装置開発のコラボレーション

ではなく、営業活動やサービス展開における包括的な協力関係を築くこと

により、競争力のある製品やソリューションをお客様に提供しています。

グローバル開発
拠点数

海外売上収益比率

�����件

（累計）

国内大会100個

国際大会7個

全国アビリンピック
（全国障害者技能競技大会）

�個（累計）

%以上��
拠点��

日立ハイテクグループは、25ヵ国/地域に拠点を有するグローバル企業

です。各拠点で培ってきた人脈・取引関係・ノウハウを活用して事業展開

しており、海外売上収益比率は70%を超えています。

また、先端産業分野の専門商社として長年にわたり製造業のモノづくり

をサポートしてきた歴史があります。これまで積み重ねてきた実績・ノウ

ハウに加え、グローバルに所在する顧客基盤や仕入先とのサプライ

チェーンや強い信頼関係を生かし、社会やお客様の課題解決に貢献する

高付加価値なソリューションを提供しています。

「見る・測る・分析する」（計測・分析・解析）とい

うコア技術と自動化・制御技術、匠の技能を融

合させたモノづくり力によって、高品質で信頼

性の高い製品・サービスを提供しています。

技術力

お客様・パートナーとの密接なコミュニケーショ

ンや協創を通して、強い信頼関係を築き、社会

課題解決に向けた新たな製品やソリューション

を生み出しています。

世界中で築いてきた人脈・取引関係・ノウハウ

を生かして市場の変化を敏感に察知し、お客様

のニーズを先取りしたソリューションを提供し

ています。

グローバルフロント力・
ビジネス探索力

お客様・
パートナーとの協創

07 08



マテリアリティへの取り組みを
加速させることで、持続可能な
社会の実現に貢献

　日立ハイテクグループは、事業を通して社会課題の

解決に取り組むべきマテリアリティ(重要課題)として、

国際社会の共通ルール・達成目標に位置づけられる

SDGs(持続可能な開発目標)を踏まえ、５つのテーマ

を特定しています。

　社会環境の変化に対応し、これからも社会から必要

とされる企業であることをめざすため、私たちはマテリ

アリティへの取り組みを加速させることが必要不可欠

と考え、2022年に「サステナビリティ宣言2030」を策

定しました。この宣言を通して、従業員一人ひとりが社

会課題起点で価値を創出することへの意識を高め、あ

らゆる事業とサステナビリティを結び付けた計画を推

進することで、持続可能な社会の実現に貢献します。

サステナビリティ経営への道筋

サステナビリティ宣言2030
私たち日立ハイテクグループは、多様な人財が活躍できる健全な経営基盤をもとに、

「見る・測る・分析する」技術を活用し、お客様・パートナーとともに成長し続け、

「持続可能な地球環境」「健康で安全、安心な暮らし」「科学と産業の持続的発展」の実現に貢献します

サステナビリティ

持続可能な
地球環境への貢献

マテリアリティ1

国内外の製造拠点やオフィスの使用電力、事業活動に伴

う消費電力の再生可能エネルギーへの切り替えなどを通

して、2027年度までに全事業所におけるカーボンニュー

トラルの実現をめざします。

環境配慮設計(エコデザイン)を導入した製品開発により、

廃棄物発生量の抑制や、サプライチェーン全体で多くの割

合を占める「製品使用時のCO2排出量」低減など、環境負

荷低減に貢献します。

●

●

●

●

健康で安全、安心な
暮らしへの貢献

マテリアリティ2

臨床検査における検査業務の効率化・迅速化を支える製

品・サービスの提供により、受診機会の増加や医療従事者

の負担軽減に貢献します。

専用市場に特化した検査装置の製造と販売を通して、水・

食物・人体などへの有害物質蓄積防止に貢献し、人々の安

全な暮らしをサポートします。

多様な人財の
育成と活用

マテリアリティ5

働き方改革の深化や多様な人財の育成と活用を通して、イ

ノベーション創出を図り、ダイバーシティ経営を推進します。

多様な教育研修の継続実施により、グローバルに通用する

人財の育成を図ります。

職場の安全と従業員一人ひとりの健康維持・増進を第一

に労働安全衛生に取り組むことにより、健康で安全な職場

環境の確保に努めます。

●

●

●

科学と産業の
持続的発展への貢献

マテリアリティ3

高精度な観察・分析が可能な電子顕微鏡の開発・提供に

より、材料・デバイス工学分野や科学理論の検証・研究の

発展に貢献します。また、卓上型電子顕微鏡を活用した理

科教育支援活動を通して、教育現場における社会課題の

解決と科学技術の発展に貢献します。

生産現場の効率化や、柔軟で強靭な生産体制構築を実現

することで、モノづくり企業の生産性向上、製品品質の向

上に貢献します。

●

●

●

●

健全な経営基盤の
確立

マテリアリティ4

日立グループの一員としてガバナンスの強化に取り組み、

コンプライアンス意識の醸成を図ることで、持続的成長と

社会からの信頼性向上に努めます。

製品に関わる法令遵守と製品事故の撲滅に取り組むこと

で、安全性の高い製品を提供し、競争力の強化と社会から

の信頼性向上に努めます。
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＊1 Focused Solutions‥

＊2 DEI‥Diversity(多様性), Equity(公正性), & Inclusion(包括性)

汎用市場の中から個別化・高度化するお客様の課題を把握し、その課題にフォーカスした専用装置やサービ
ス、ビジネスモデルといった特化型ソリューションを提供すること。

　日立ハイテクグループは、これまでコア技術である

「見る・測る・分析する」を徹底的に磨きあげ、そこから

生まれた汎用装置での事業を通してお客様の課題を

理解し、その課題解決に特化した専用装置で事業を成

長させ、企業としての経済価値だけでなく、社会・環境

価値も高めることで、社会から必要とされ続ける企業

になることをめざしてきました。一方で、変化の激しい

世の中において、複雑化・多様化するお客様や社会の

課題に対し、価値ある解決策を提供し続けるために

は、さらなる技術開発や新たな事業創生、パートナーと

の協創の推進が必要です。

　日立ハイテクグループの持つ「見る・測る・分析す

る」力は、社会活動に必要な基盤的機能であり、社会変

化に伴って生じるさまざまな社会課題の解決に資する

ことができます。今後、私たちが10年、20年先もお客

様や社会に貢献し、日立ハイテクグループが持続的に

成長するために、お客様の個別化・高度化する課題・

ニーズに特化した「Focused Solutions＊1」をさらに

進化させる必要があります。まずは、デジタル技術との

融合とお客様との協創を深めることで、ヘルスケア事

業、ナノテク(半導体)事業をはじめとする既存事業が

提供する「Focused Solutions」をさらに強化してい

きます。つぎに、大学や研究機関などと連携しながら、

「見る・測る・分析する」のコア技術を強化し、グローバ

ルに保有するフロント力・課題解決力と、社会やお客様

の課題を深く理解し、その課題を解決するソリューショ

ンを創生する事業開発力の三位一体活動を行うこと

で、事業創生を加速させ、新たな「F o c u s e d  

Solutions」の創出を促進させていきます。そして、こ

れらの取り組みを支え、事業の安定継続と成長のため

さらなる社会課題解決のために、
「見る・測る・分析する」力から事業を創生し、
10年、20年先も社会になくてはならない企業になる

に、DX(デジタルトランスフォーメーション)の推進、サ

プライチェーンレジリエンスの強化、環境価値を創出す

る活動の推進、DEI＊2（ダイバーシティ、エクイティ&イ

ンクルージョン）の推進などを通して、社会の変化に柔

軟に対応できる「社会対応力」を持つ強固な経営基盤

構築を進めていきます。

　私たちは4つの事業セグメント（アナリティカルソ

リューション、ナノテクノロジーソリューション、バリュー

チェーンソリューション、コアテクノロジーソリューショ

ン）において、「Focused Solutions」の提供をグロー

バルに展開し、「見る・測る・分析する」で社会課題を解

決し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

Focused Solutionsの進化

事業開発力

経営基盤

お客様・パートナーとともに三位一体の

事業活動を行っています

お客様・
パートナー

コア技術
基盤事業

フロント力
課題解決力

既存事業の強化

新事業創生
新たな

Focused Solutions

（専用装置・ソリューション）
Focused Solutions

私たちはどうやって
未来を実現するのか

事業戦略
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Analytical & Medical
Solutions

　「人々が健康で安全安心に暮らせる社会」を支えるヘ

ルスケアの領域で、最先端の分析・自動化技術とデジタル

の融合により新たなソリューションを提供していきます。

　世界トップクラスの臨床検査用自動分析装置、ゲノ

ム医療に貢献するキャピラリー電気泳動シーケンサー

を始めとした製品ラインアップを揃え、グローバルトッ

アナリティカルソリューション

　ヘルスケア領域において、高齢化社会や医療費増加などを背景に、臨床検査の領域

拡大や業務効率化のみならず、検査プロセス全体のデータ利活用によるバリューベー

ス・ヘルスケアの推進が求められています。

　アナリティカルソリューションでは、従来の高機能・高品質な検査装置とデジタル技術と

の融合を推進し、ヘルスケア領域に新たな価値を提供していくとともに、DNA・RNA＊1・

タンパク質などの個人特有の生体分子を測定し、個人に適切な治療・治療薬の選択に

必要な情報を医療現場に提供する分子診断領域への取り組みを加速します。

最先端「分析・自動化技術」とデジタルの融合により、ヘルスケア領域に新たな価値を提供

分子診断事業への参入により「個別化医療」「難病診断の高度化」で人々のQoL向上に貢献

プ企業とのコラボレーションや、アカデミア・パート

ナーとの連携を通して、検査の高品質化と高効率化に

貢献してきました。

　今後は、分子診断・検査サービスにも事業範囲を拡

大することで、がん個別化医療や難病診断の高度化を

推進し、人々のQoL向上に貢献していきます。

　高齢化社会・医療技術進歩に伴う医療費の増加が、

世界で喫緊の課題になっています。アナリティカルソ

リューションでは、体外診断のベースである生化学・免

疫検査システム事業の拡大に加え、遺伝子検査・ゲノ

ム情報解析技術を駆使した分子診断ソリューションの

提供により、臨床検査の医学的価値を高め、バリュー

ベース・ヘルスケア推進による、人々のQoL向上に貢

献していきます。

技術力

（コア技術）

研究開発力 製品開発基盤と

モノづくり力

パートナーとの協創

＊2 SCB（System Collaboration Business)‥強い試薬会社との対等な事業連携で、ベストソリューションを提供するビジネス

•

•

光学関連技術 

自動化技術

•

•

日立製作所の研究所と

の連携

大学・外部研究機関との

オープンイノベーション

•

•

高信頼性・高効率生産

の両立

世界トップレベルのモノ

づくり人財（技能五輪）

•

•

バイオ・メディカル事業

におけるSCB＊2

米国ライフサイエンス企

業との戦略的パートナー

シップ

生化学・免疫分析装置

「cobas pro」

キャピラリー電気泳動シーケンサー

「DS3000」

社会・環境価値創造に向けて
主な製品

事業ビジョン 強み

事業紹介

＊1 RNA (Ribo Nucleic Acid)‥リボ核酸
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ナノテクノロジーソリューション

コンダクターエッチング装置

「9000シリーズ」

高分解能FEB測長装置

「CG7300」

Nano-Technology
Solutions

　今後、ますますデジタル化が進展し半導体の利用が

拡大する中、半導体の高性能化・低消費電力化、製造

時の電力消費削減が求められます。また、脱炭素化へ

向けたEV（電気自動車）化も加速していきます。ナノ

テクノロジーソリューションでは、半導体、ならびに二

次電池の製造装置の事業展開を進めており、高処理

能力の製品開発推進などを図ることで、脱炭素社会・

循環型社会実現への貢献をめざします。さらには、製

造プロセスにおけるお客様の多様なニーズに対応し

た装置の開発・製造・販売や、加工・検査・計測・解析

の統合ソリューションの提供を通して、デジタル社会

を支える産業の持続的発展に貢献していきます。

　PC、スマートフォンなどの電子機器に加え、IoT、AI、

5G、リモートワーク、自動運転などデジタル社会の

進化を支える半導体デバイス製造の最前線において、

お客様とともに新たな価値を創造していきます。

　世界トップシェアの測長SEM＊、高精度な微細加工を

実現したプラズマエッチング装置および欠陥検査装置

など、半導体製造プロセスにおける加工・計測・検査

工程をカバーする製品ラインアップを提供しています。

お客様の課題解決に取り組み、開発期間短縮・コスト

低減・生産性向上などの価値創造をめざして、プロダク

トにデジタルを加えた世界トップレベルのソリューショ

ンをお届けします。

技術力（コア技術） モノづくり力 お客様・パートナーとの協創

　ナノテクノロジーソリューションでは「お客様とともに創り上げ、ともに成長する」と

いうビジョンを掲げています。半導体製造プロセスにおけるお客様の多様なニーズに

応えるべく、お客様との協創を通してプロダクトにデジタルを加え、新たな価値を生み

出し、お客様の課題を解決していくことで人々のQoL向上に努めていきます。

お客様とともに創りあげ、ともに成長する

•

•

•

電子線技術（測長SEM）

高精度プラズマエッチング技術

（エッチング装置）

光学応用技術（外観検査装置）

• お客様・パートナーとの協創による

アプリケーション開発力

•

•

生産工程のIT化・機械化とAI活用 

世界トップレベルのモノづくり人財

(技能五輪)

社会・環境価値創造に向けて

主な製品

事業ビジョン 強み

事業紹介

＊SEM（Scanning Electron Microscope）‥走査電子顕微鏡

ウェーハ表面検査装置

「LS9600」
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バリューチェーンソリューション
　私たちの暮らしやビジネスを支える産業分野のお客

様の課題にフォーカスし、お客様とともに社会への価

値創出に向けた最適なソリューションを提供します。

　専門商社として培ってきたグローバルな顧客基盤や

ビジネス創生力を生かした「フロント力・課題解決力」

を活用し、協創パートナーと連携することで、モノづくり

やサービス基盤構築におけるエンジニアリングチェー

ン(企画、研究開発、設計、製造、保守など)と調達、製

造、販売におけるサプライチェーンを掛け合わせた循

環型バリューチェーンを構築することでお客様の課題

解決に貢献していきます。

Value Chain
Solutions

強み事業ビジョン

　バリューチェーンソリューションでは、専門商社として長年培ってきたグローバルな

顧客基盤や営業力、ビジネス創生力を生かした課題解決力、パートナーとの事業連携

などを強みとしています。モビリティ、通信、社会インフラ、半導体デバイスなどの産業

分野におけるお客様の真の課題を探索し、日立ハイテクグループが持つ「見る・測る・

分析する」のコア技術の活用や日立グループとの連携を通してソリューションを創生、

提供するエコシステムを形成することで、お客様の経済価値・社会価値向上に貢献し

ていきます。

グローバルフロント力を強化し、新事業創生に挑む

　社会と企業の持続的な発展のためには、事業を通し

た社会課題解決への取り組みが必要不可欠となります。

　バリューチェーンソリューションでは、循環型社会や

脱炭素社会の実現に向けて取り組むモビリティ、通信、

社会インフラ、半導体デバイスなど各産業分野のモノ

づくりやサービス基盤構築における課題を探索し、

パートナーとの協創を通して、課題解決のためのソ

リューションを提供することで、持続可能な社会の実現

に貢献していきます。

グローバル営業力 ビジネス探索力 エコシステム形成

• 海外拠点を通してグローバルな

お客様とさまざまな取引先とのビ

ジネス構築

• 課題を解決するために、日立ハイ

テクグループのコア技術の活用、

日立グループとの連携、パート

ナーとの協創によるエコシステム

形成

• バリューチェーンに内在するさまざ

まな課題を起点に、その課題を解

決することで生まれる新たな事業

機会探索

産業・社会インフラ環境・エネルギーモビリティ・コネクテッド

社会・環境価値創造に向けて

事業ビジョン 強み

事業紹介

主な分野
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　「解析・分析」のコア技術を起点に「環境・レジリエン

ス・安全安心」といった社会課題の解決に貢献してい

きます。

　「電池・先端材料・エレクトロニクス・半導体・バイオ

医薬品」などの各分野における研究開発から製造・品

質管理の工程において、電子顕微鏡（SEM・TEM＊1・

FIB＊2）、光度計、蛍光X線分析装置をはじめ、熱分析

装置や液体クロマトグラフなどを提供し科学と産業の

発展と進歩を支えています。大学や研究機関などと連

携しながら、「解析・分析」のコア技術をさらに磨きあ

げ、成長市場領域で必要とされる専用計測・検査ソ

リューションを創出していきます。

Core Technology
Solutions

電界放出形透過電子顕微鏡

「HF5000」

超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡

「SU8600」

コアテクノロジーソリューション

　コアテクノロジーソリューションでは、日立ハイテクグループのコア技術である「見

る・測る・分析する」を支える解析・分析技術を徹底的に磨き、社会やお客様の課題解

決に貢献する領域を見つけ、新たな事業の創生をめざします。複雑化・多様化していく

社会課題を予測し、バックキャストして取り組むべき領域を絞り込み成長市場に注力

していきます。同時に、技術力の強化、お客様の課題解決のためのソリューションのプ

ラットフォーム化・専用装置化に取り組み、社会課題の解決に貢献していきます。

解析・分析のコア技術を起点に新たな事業を創る

蛍光X線膜厚計

「FT230」

　「環境」や「安全安心」に対する社会課題解決の重

要性が高まる中、「解析・分析」のコア技術は今後もそ

のニーズが拡大し、社会課題解決に必要不可欠です。

コアテクノロジーソリューションでは、例えば二次電池

向けの材料・プロセス金属異物検査ソリューションを

提供し、脱炭素社会の実現に貢献します。また、幅広

い製品の微生物検査を迅速化する微生物迅速検査装

置や、感染症検査の迅速化・簡便化技術の開発、医薬

品製造向けの品質管理ソリューションにより、人々の

安全安心で健康な暮らしにも貢献していきます。

技術力

（コア技術）

研究開発力 特化型ソリューション

開発力

製品開発基盤と

モノづくり力

•

•

•

荷電粒子線技術

（電子・イオン源、荷電粒子

光学系・検出器）

光学関連技術（分光光学系、

光学素子、高精度高さ測定）

X線関連技術（X線検出

素子、X線データ解析）

•

•

•

日立製作所の研究所との

連携

大学、外部研究機関との

オープンイノベーション

最先端の解析・分析技術に

よる、大学・研究機関と連携

した科学技術研究への貢献

• お客様の課題を起点と

した専用装置の開発

•

•

高信頼性と高効率生産

の両立

世界トップレベルのモノ

づくり人財（技能五輪）

＊1 TEM(Transmission Electron Microscope)‥透過電子顕微鏡
＊2 FIB(Focused Ion Beam)‥集束イオンビーム

社会・環境価値創造に向けて

事業ビジョン 強み

主な製品

事業紹介
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ワークライフバランス実現への取り組み
社会環境の変化やライフスタイルの多様化に対応し、従業
員一人ひとりがやりがい・働きがいをもって仕事に取り組
むとともに、すべての従業員がいきいきと活躍できるよう、
「男性育休100%」をスローガンに掲げるなど、育児や介
護などとの両立支援制度を導入しています。また、組織や
個人が最大限のパフォーマンスを発揮するために、働く場
所・時間を問わないフレキシブルな勤務・休暇制度を整
え、自律的に働き方を選択できる「ハイブリッドワーク」を
推進しています。

ハイブリッドワークに最適な本社オフィス

10年、20年先も社会から必要とされる企業であり続けるため、価値創造ストーリーをベースと

した環境へ配慮したモノづくりとビジネスの創出を通して継続的に環境価値を生み出し、持続

可能な地球環境への貢献をめざします。

環境

気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）の提言に基づく情報開示：

日立ハイテクを含む日立グループは、2018年6月にTCFDによる提言に賛同を

表明しました。気候変動が事業に及ぼす影響や機会について、TCFDの枠組み

に基づく取り組み結果を、情報開示しています。

脱炭素社会の実現
日立ハイテクグループは、従来から取り組む省エネ投資の
促進に加え、事業拠点で使用する電力を再生可能エネル
ギー等への切り替えや、社用車をEVに切り替えるなど、
2027年度までに全事業所(ファクトリー・オフィス)のカー
ボンニュートラル達成をめざします。また、2050年度まで
に原材料の調達から製品の廃棄までのバリューチェーン
全体でカーボンニュートラル達成をめざします。

人財の育成

技能五輪への挑戦を通した若手技能者の育成

私たちは「人こそ企業の財産」であり、一人ひとりの人財価
値を高めていくことがグループ全体の持続的な価値創造に
直結すると考えています。この考えのもと、若手従業員の海
外研修制度や、全従業員向けに多様な教育研修を実施する
など自律型でグローバルな人財育成に取り組んでいます。
また、技能者育成のため、技能五輪全国大会、全国アビリン
ピック(全国障害者技能競技大会)、技能五輪国際大会に挑
戦し、これまでに数多くのメダリストを輩出しています。

ダイバーシティ経営の推進

LGBT講演会

多様な感性や価値観を尊重し、組織の活性化につなげる
「ダイバーシティ・マネジメント」を経営の中核に据えて、経
営トップのコミットメントのもと、成長実現に向けた重要施
策として取り組んでいます。性別・国籍・年齢・人種・障がい
の有無や性格・価値観・性的指向、キャリアなどの違いを
「その人がもつ個性」と捉え、従業員一人ひとりが、自身の
持つ力を十分に発揮できる風土の醸成や仕組みの充実に
積極的に取り組んでいます。

自然共生社会の実現
「人と自然がともに豊かになる未来」の実現に向けて、国内
外の各拠点で森林保全や自然観察を展開するなど、生物多
様性保全への取り組みを推進しています。日立ハイテクサイ
エンスの研究開発施設を取り囲む緑地「日立ハイテクサイエ
ンスの森」(静岡県)や、茨城県にある国有林を借り受けてい
る「日立ハイテクやさとの森」、東京都で森林整備に参画して
いる「高尾の森自然学校」において、地域在来の生態系への
復旧をめざす活動を継続的に実施し、その活動で得られた
材料を用いて在宅でのクラフト製作にも取り組んでいます。

経営基盤

複雑で変化の激しい社会環境に柔軟に対応し、新たな価値をグローバルに創出し続けるために

は多様な人財の活躍が必要であり、多様性を最大限に生かして成長する企業をめざし、DEIへ

の取り組みを推進しています。

人財

主な外部評価主な外部評価

プラチナ
くるみん

えるぼし
3段階目

J-Winダイバー
シティ・アワード

健康経営優良法人
(大規模法人部門)

高尾の森自然学校に設置したインセクトホテル＊

那珂地区マリンサイト屋上の太陽光発電パネル

循環型社会の実現
生産活動で発生する廃棄物量の抑制や再資源化率の高い
処理業者選定などにより、資源の循環利用を促進していま
す。また、事業所の装置冷却水の利用効率向上などを通して
水使用量の削減に取り組んでいます。事業面では、EVの車
載用リチウムイオン電池の残存性能を可視化するソリュー
ションを提供することで、リサイクル事業者やフリート事業
者と連携し、使用済み電池の用途を広げるビジネスの可能
性を探り、サーキュラーエコノミーの実現をめざします。 

リサイクル事業者

再生事業者

場でソリューションを提供

LIB
サーキュラー
エコノミー

再生する

再生する

使う

使う

作る

作る

リサイクル

研究開発

製造

EV利用

保守管理
再製品化

フリート事業者

電池製造会社

リチウムイオン電池関連のサーキュラーエコノミー実現に向けた取り組み事例

人工的な昆虫たちのすみか。主に欧州など
でよく製作され、昆虫の減少抑制に寄与する

＊インセクトホテル‥

A LIST
2022

CLIMATE
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経営基盤

お客様・パートナー(調達先・仕入先)との良好な協創関係を構築し、自然環境や国際ルールの遵

守などさまざまな社会的要請に配慮した持続可能なサプライチェーンの構築に努めています。

中長期的な企業価値向上に向けたガバナンスのさらなる実効性向上に加えて、内部統制システ

ムの整備を図り、信頼され、必要とされる企業づくりに努めています。

サプライチェーン コーポレートガバナンス

コア技術である「見る・測る・分析する(計測・分析・解析)」から新しい価値を提供するため、最先端

の技術開発に取り組み、社会課題を解決する革新的なビジネスモデルの創出に努めていきます。

事業を通して培ってきた技術や製品を活用した理科教育の振興支援、従業員のスキル・知見を

生かした社会貢献活動により、地域コミュニティとの信頼関係を構築し、企業認知度を高めるこ

とでブランド価値向上や人財確保につなげています。

研究開発×事業開発 地域社会とのつながり

「クーガーズ」によるスポーツ振興活動
「日立ハイテク クーガーズ」は、バスケットボール女子日本リーグ(Wリー
グ)に所属する女子バスケットボールチームです。1961年の誕生以来、当
社のシンボルスポーツとして従業員とともに歩んできました。近隣保育園
や小・中学校向けのバスケットボール教室を通して、地域との交流を積極
的に行い、子どもたちの健康増進や地域のスポーツ振興に貢献しています。

研究開発
日立製作所の研究開発グループと緊密に連携し、日立グ
ループでのシナジー効果を発揮して先進的な技術開発に取
り組んでいます。また大学・研究所との共同研究、高い技術
と専門性を有する外部組織とのパートナーシップ構築によ
り、社会課題の解決につながるソリューション開発に注力し
ています。

事業開発
お客様やパートナーとの協創を通して、真の顧客課題を見
つけ出し、その課題を解決するソリューションを試作・検証
しながら新たなビジネスモデルをデザインし、デジタル化の
仕掛けや収益化の仕組みを構築することで、「見る・測る・分
析する」力を活用した新たな注力領域探索や収益性の高い
新事業創生を推進しています。

サステナビリティの推進
パートナー(調達先・仕入先)と価値観を共有し、サプライ
チェーン全体でのサステナビリティ実現の取り組みを進め
ています。特に、紛争鉱物を含んだ部品・材料の調達・仕入
の回避、サプライチェーンにおける温室効果ガス排出量の
把握、および正しい企業倫理に基づく法令遵守など、人々
や地域社会・地球環境に対し責任ある取引活動を徹底して
います。

リスクマネジメント体制
日立ハイテクグループでは、事業目的の達成を著しく阻害
する事象や問題をリスクと捉え、その特性に応じたマネジ
メント体制を整備しています。事業活動、財務、情報管理、
災害、安全、そのほか企業が存続する上で起こりうるリスク
を、機能分化された全社委員会のもとで、関係部門が適切
に管理しています。

コンプライアンス
「基本と正道」「損得より善悪」の考え方のもと、ステークホ
ルダーから信頼される企業づくりをめざしてコンプライアン
ス(法令、社内規則、社会正義、公序良俗等の遵守)の徹底に
努めています。この考えに基づいた判断・行動を着実に実
践するため、内部通報制度の運営、従業員に対するコンプラ
イアンス教育・啓発活動を実施し、グループ全体でコンプラ
イアンス活動を推進しています。 

理科教育支援活動
自社の卓上型電子顕微鏡を活用した理科教育支援活動を
行っています。国内・海外の小・中学校での出前授業の実施
や、実験動画やWEB教材などのオンライン学習コンテンツ拡
充のほか、科学館・企画展への装置貸出により、多くの子ども
たちが身近なものをミクロのスケールで見られる体験の提供
と、科学技術への興味関心を喚起する活動を続けています。 

地域社会への貢献
「企業市民として地域に必要とされる存在であり続けたい」
との考えのもと、事業活動を通して地域社会に貢献するとと
もに、リソースを生かして地域の課題解決や発展に貢献す
ることで良好な関係構築に努めています。また、日立ハイテ
クのファン作りのため、地域コミュニティをはじめ、ステーク
ホルダーとのコミュニケーションを継続的に行っています。

サプライチェーンレジリエンスの強化
これまでに培ったグローバルな情報網、商流・技術・モノづ
くりに対する理解を背景にサプライチェーン全体を可視化
することで潜在的な調達・供給リスクの低減を図る取り組み
を進めています。経済情勢・自然災害・地政学・企業経営に
関わる状況変化をいち早く捉え、お客様や自社設計開発部
門・モノづくりの現場との連携およびパートナー(調達先・仕
入先)との協働による安定した調達・供給体制の構築により
タイムリーな対処を行い、サプライチェーンレジリエンスを
強化しています。

バスケットボールを通した地域貢献
日立製作所との技術開発を通して「第69回大河内記念生産賞」を受賞 事業開発の風景
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拠点

グローバルネットワーク

主な協創拠点

日立ハイテクグループのネットワークは、25ヵ国/地域および国内17拠点に展開しています。

これまで培ってきたグローバルな顧客基盤や調達先・仕入先との強い信頼関係のもと、お客

様やパートナーとの協創を通して、新たな価値の創出をめざします。

事業展開している国および地域

計 ヵ国 / 地域25
2023年6月現在

日立儀器（蘇州） 日立ハイテクアナリティカルサイエンス
フィンランド

医用分析装置、電子顕微鏡を設計・

開発・製造

主に品質検査向けのハンドヘルド型

およびモバイル型の分析装置を設

計・開発・製造

中国 フィンランド

日立ハイテク九州

医用分析装置、バイオ関連機器およ

び消耗品を設計・開発・製造

福岡県

主な設計・開発・製造拠点

日立ハイテクソリューションズ 水戸事業所日立ハイテクソリューションズ 埼玉事業所

埼玉県 茨城県

日立ハイテクサイエンス 富士小山事業所

光学応用技術や画像処理技術などの

コア技術で線路や架線の状態を高速・

高精度に測定する鉄道検測装置を設

計・開発・製造

産業分野および社会インフラ分野に

おける生産性向上、省エネ・省人化、

安全性向上を実現する制御システ

ム、生産管理システムや工業計測機

器などを設計・開発

幅広い産業分野や、大学・研究機関

において、新技術・製品開発、品質管

理、環境保全などに貢献する計測・

分析装置を設計・開発・製造

 

静岡県

那珂地区マリンサイト 笠戸地区

測長SEM、欠陥検査装置などの半導

体製造装置や電子顕微鏡などを設

計・開発・製造。100%再生可能エネ

ルギーによる運営で、カーボンニュー

トラルを実現した最先端の製造拠点

長年にわたり培ってきたプラズマ技

術と真空制御技術で、原子・分子レベ

ルの低ダメージ加工と高精度制御が

可能なエッチング装置を設計・開発・

製造

茨城県 山口県

分光分析技術・電子線技術を軸に、

医用分析装置、DNAシーケンサー、

半導体計測・検査装置、電子顕微鏡、

分析装置などを設計・開発・製造す

る、日立ハイテクグループの主要製

造拠点

那珂地区

茨城県

ヘルスケア事業における新たな価値

の創出をめざし、装置研修やデモン

ストレーションのほか、お客様との協

創およびショールーム機能による情

報発信の場を実現する統合型ラボ

電子顕微鏡をはじめとする解析シス

テム製品などを設置し、装置のデモ

ンストレーションや国内外のお客様

と分析・計測ソリューションの創生を

行う協創拠点

ヘルスケアイノベーションセンター東京 アドバンストテクノロジー
イノベーションセンター那珂

日立ハイテクサイエンス
サイエンスソリューションラボ東京

東京都 茨城県 東京都

分析装置を中心とした取り扱い製品

の実機を設置し、お客様向けの測定

デモンストレーションや、アプリケー

ション開発、依頼測定などを実施す

る協創拠点

最先端分野におけるお客様の研究開発・生産を支援する半導体製造装置の海外技術開発拠点

米国 台湾 韓国

ナノテクノロジーイノベーションセンター　ポートランド / 台湾 / 韓国

欧州

（7社）
9  / 地域ヵ国

アジア

（18社）
9  / 地域ヵ国

日本

国内
（12社）

その他

（1社）
2  / 地域ヵ国

米州

（6社）
4  / 地域ヵ国

日立ハイテク埼玉サイト

ハードディスク検査装置を設計・開発・

製造。半導体製造装置を製造
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会社概要

拠点情報
日本
(株)日立ハイテク

株式会社 日立ハイテク
Hitachi High-Tech Corporation
代表取締役 取締役社長 飯泉 孝
1947年4月12日

商　　　号

代　表　者
設立年月日

〒105-6409
東京都港区虎ノ門一丁目17番1号
虎ノ門ヒルズ ビジネスタワー
TEL:(03)3504-7111

本社所在地

晴海オフィス
埼玉サイト
中部支店
四日市営業所
関西支店
笠戸地区
九州支店
大牟田センタ

日立ハイテクイスラエル会社

日立ハイテクアメリカ会社
アプライドフィジックステクノロジーズ会社
Nabsys会社

日立ハイテクカナダ会社
日立ハイテクメキシコ会社
日立ハイテクブラジル会社

日立ハイテクシンガポール会社
日立ハイテクマレーシア会社
日立ハイテクタイランド会社
スマートファクトリー＆サービスホールディングタイランド会社
日立ハイテクアマタスマートサービス会社
日立ハイテクインドネシア会社
日立ハイテクインド会社
日立ハイテク上海会社
日立ハイテクダイアグノスティクス上海会社

日立ハイテク香港会社
日立ハイテク深　会社
日立ハイテクアナリティカルサイエンス上海会社
日立ハイテク韓国会社
日立ハイテク台湾会社
日立儀器（蘇州）会社
日立儀器（大連）会社
日立科学儀器有限公司
日立科学儀器（北京）有限公司

米州地域

アジア地域

その他地域国内拠点

日立ハイテクヨーロッパ会社
日立ハイテクロシア会社
日立ハイテクアイルランド会社
日立ハイテクアナリティカルサイエンス会社

日立ハイテクアナリティカルサイエンスドイツ会社
日立ハイテクアナリティカルサイエンスフィンランド会社
VLCフォトニクス会社

欧州地域

沿革
日製産業(株)誕生。先端産業分野における専門商社として、理化学機器・工業計器・産業機器・材料を販売

日製産業(株)が、(株)日立製作所の計測器事業、半導体製造装置事業を承継し、(株)日立ハイテクノロジーズが誕生

社会課題解決のために取り組むべき5つのマテリアリティ(重要課題)を特定 (詳しくは10ページ参照)

企業ビジョンを「ハイテクプロセスをシンプルに」へ改定

(株)日立ハイテクに社名を変更、本社を東京都港区虎ノ門に移転
(株)日立製作所の完全子会社化

「サステナビリティ宣言2030」を策定
「2024中期経営計画」を策定

● 

● 

● 

● 

●  

●

●  

●

1947

2001

2018

2019

2020

国内グループ会社

本社（東京）
北海道支店
東北支店
那珂地区
アドバンストテクノロジーイノベーションセンター那珂
那珂地区マリンサイト
ひたちなか営業所
栃木営業所
ヘルスケアイノベーションセンター東京

（株）日立ハイテクソリューションズ　
（株）日立ハイテクネクサス
（株）日立ハイテクサポート
（株）日立ハイテクフィールディング
（株）日立ハイテクマニファクチャ＆サービス
（株）日立ハイテクサイエンス

（株）日立ハイテク九州
ギーゼッケ・アンド・デブリエント（株）
Chorus Call Asia（株）
（株）NeU
イー・アソシエイツ（株）

(2023年6月1日付)

国内拠点 国内グループ会社 海外グループ会社

2022
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＊の執行役員は取締役を兼務しています

Chief Strategy Officer
Chief Lumada Business Officer
Chief Human Resources Officer
Chief Financial Officer

CSO
CLBO
CHRO
CFO

：
：
：
：

Chief Marketing Officer
Chief Digital Officer
Chief Transformation Officer
Chief Risk management Officer
Chief Technology Officer

CMO
CDO
CTrO
CRO
CTO

：
：
：
：
：

ドーン・ブルックス塙 雅明高橋 伸彰
執行役員

サプライチェーンプラットフォーム

統括本部副統括本部長 兼 

バリューチェーンソリューション

事業統括本部副統括本部長

執行役員

サプライチェーンプラットフォーム

統括本部副統括本部長 兼 

モノづくり・技術統括本部副統括本部長

執行役員

日立ハイテクアナリティカルサイエンス会社

社長

松風 和良
執行役員

日立ハイテクヨーロッパ会社社長

石谷 俊明島津 剛坂詰 卓
執行役員

CTO 兼 

モノづくり・技術統括本部副統括本部長 兼 

アナリティカルソリューション

事業統括本部副統括本部長

執行役員

日立ハイテク上海会社董事長 兼 

総経理

執行役員

サプライチェーンプラットフォーム

統括本部長 兼 

バリューチェーンソリューション

事業統括本部副統括本部長

クレイグ・カーコフ
執行役員

日立ハイテクアメリカ会社社長

小室 修高根 淳
常務執行役員

CTrO 兼 

モノづくり・技術統括本部長

常務執行役員

CHRO 兼 CRO 兼 

人事総務本部長

常務執行役員

カスタマーサクセス統括本部長 兼

ナノテクノロジーソリューション

事業統括本部長

飯塚 毅＊ 橋本 成浩＊

常務執行役員

CFO 兼 

DXプロジェクト副本部長 兼 

財務本部長

禰寝 義人＊谷口 昌弘＊飯泉 孝＊

社長執行役員 専務執行役員

CMO 兼

バリューチェーンソリューション

事業統括本部長

専務執行役員

CSO 兼 

経営戦略本部長

高木 由充
常務執行役員

CDO 兼 CLBO 兼 

DXプロジェクト本部長 兼 

アナリティカルソリューション

事業統括本部長

飯泉 謙
執行役員

コアテクノロジー&ソリューション

事業統括本部長

榎本 充博
執行役員

DXプロジェクト副本部長

取締役
禰寝 義人
取締役

飯塚 毅
取締役

橋本 成浩
取締役

長谷川 雅彦
取締役

加賀田 美朗
取締役

取締役会長

青木 優和 飯泉 孝
代表取締役 / 取締役社長

谷口 昌弘
代表取締役

執行役員

監査役

監査役

砂山 和廣 中島 隆一
監査役

役員一覧 (2023年4月1日付) 財務情報
連結財政状態計算書 2022年度（2023年3月31日現在）

連結損益計算書
2022年度（2022年4月1日～2023年3月31日）

資産の部

流動資産
　　現金及び現金同等物
　　営業債権
　　棚卸資産
　　前渡金
　　その他の流動資産
　　流動資産合計
非流動資産
　　有形固定資産
　　無形資産
　　その他の非流動資産
　　非流動資産合計

178,907
143,980
261,898
3,441
19,042
607,268

123,960
23,021
64,571
211,553
818,821資産合計

負債の部

流動負債
　　営業債務
　　未払法人所得税
　　契約負債
　　その他の流動負債
　　流動負債合計
非流動負債
　　退職給付に係る負債
　　その他の非流動負債
　　非流動負債合計
負債合計

130,858
15,199
86,164
66,103
298,324

18,811
16,967
35,779
334,103

資本の部

親会社株主持分
　　資本金・剰余金
　　その他の包括利益累計額
　　親会社株主持分合計
非支配持分
資本合計

433,775
49,510
483,286
1,432

484,718
818,821負債及び資本合計

売上収益
売上原価
売上総利益

販売費及び一般管理費
調整後営業利益

その他の収益
その他の費用
営業利益

金融収益
金融費用
持分法による投資損益
受取利息及び
支払利息調整後税引前当期利益

674,247
△ 426,294
247,953

△ 155,561
92,392

1,551
△ 4,058
89,885

298
△ 6,850
△ 459

82,875
受取利息
支払利息
税引前当期利益

法人所得税費用
当期利益

当期利益の帰属：
　親会社株主持分
　非支配持分
　合計

704
△ 340
83,239

△ 19,736
63,503

63,125
378

63,503

売上収益およびEBITの推移

EBIT（受取利息及び支払利息調整後税引前当期利益）
売上収益

（単位：百万円）

＊ 当社は国際財務報告基準（IFRS）を任意適用しています。

地域別売上収益

セグメント別売上収益

（2022年度）

（2022年度）

コアテクノロジーソリューション

アナリティカルソリューション  
ナノテクノロジーソリューション 
バリューチェーンソリューション

その他

国内 北米 欧州 アジア その他
6,244
0.9%

147,939
21.9%

107,187
15.9%

168,936
25.1%

243,941
36.2%

2018 2019 2020 2021

731,104
694,624

606,342 576,792

64,226 60,468 55,086 57,782

674,247

2022

82,875

（年度）

86,837
12.9%

172,965
25.7％

282,686
41.9%

69,954
10.4%

61,805
9.2%
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